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論    文    の    要    旨 
 量子力学が成熟し，情報化社会が発展した 1980 年代に情報理論と物理学の融合分野として生まれた
量子情報処理という新しい研究分野は，量子計算や量子通信といった従来技術では達成できないタスク
を実現できる可能性を秘めているだけでなく，量子力学自体を深く見直す事を可能にする重要な意義を




























 最後に散逸環境下で生成されたスクイーズド真空とガウシアンの誤差をもつ Bell 測定を用いた量子テレ
































 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（ 理学 ）の学位を受けるに十分な
資格を有するものと認める。 
 
 
